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小中合同運動会 
 ５月 25日（日）、第 11回小中合同運動会を開催しました。 

３年生を中心に両ブロックとも気持ちを一つにし、熱い戦いを

繰り広げました。『中中ソーラン』では、全員が思いを込めて踊

り、最高の「覇気」あるソーラン節となりました。 

 

 
 

 下の感想は、運動会を終えての実行委員の感想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和７年５月 30日 
松山市立中島中学校 

校長 村上 正 に共ともど子 

～結果～ 

◎競技の部 優勝 たちばなブロック 

◎応援の部 優勝 うずしおブロック 

  『合同種目 優勝 たちばなブロック』 

【１年生】 

 私が小中合同運動会で心に残ったことは、応援合戦です。

最初は先輩方に教えてもらっても、振り付けを忘れてしまう

ことがありましたが、先生や友達に励まされながら前向きに

楽しんで取り組むことができました。家でも練習を重ね、声

を枯らしながら、日が過ぎていくごとに上手になっていきま

した。迎えた運動会本番では応援前、全員で円陣を組み、無

事、成功させることができました。 

 来年は、新しく入ってきた後輩たちに優しく先輩たちのよ

うに教えることができるように頑張ります。 

【２年生】 

 私は実行委員として、周りを見て行動すること

ができました。しかし、下級生が困っているとき

に指示をすることができず、３年生に任せていた

ときがありました。そのため、来年は最高学年と

して、下級生が困っていたら何をすべきか指示で

きるようにしたいです。また、指示をするだけな

く、自分から積極的に行動し、下級生を引っ張っ

ていけるようになりたいです。 

 来年は中学校生活最後の運動会になるため、悔

いのない運動会にしたいです。 

【３年生】 

 私は実行員として運動会に取り組むのは２回目でした。今

年の運動会は私たち３年生にとって最後でした。スローガン

を決めるときは、みんなの意見をしっかりまとめることがで

きました。悩むことが多々ありましたが、先生方の協力もあ

り、乗り越えることができました。結果は残念でしたが、最

高に楽しむことができた小中合同運動会でした。残り少ない

中学校生活ですが、行事もたくさんあるため、中心となって

頑張りたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【応援団長】 

 私は、今回の運動会で競技の部では負けてしまったけれど、応援の部では

勝つことができてよかったです。みんな、すぐ私の話を聞いてくれたり、言

われた部分をすぐに直してくれたりしたので、とても進めやすかったです。

私は、普段大声をあまり出さないので、今回の運動会では一皮むけることが

できました。 

 運動会は終わってしまったけれど、まだこのブロックで活動することが多

いので、そのときはみんなを引っ張ることができるように頑張りたいです。 

島の観光宣伝大使「しまぼう」 

 中島中学校ホームページ

のQRコードです。 

 ぜひご覧ください。 

【ブロック長】 

 私にとって今年が最後の小中合同運動会でした。ブロック長として、そし

て、３年生として今まで以上によい運動会にしたいという思いが強くありま

した。 

 応援合戦やソーラン節では、練習で思い通りにいかず、悩んだこともたく

さんありましたが、本番では練習以上の演技ができて本当によかったです。 

 ブロック長という立場はとても大変でしたが、周りのみんなと頑張ること

ができて本当によかったです。９年間の小中合同運動会は私にとって大切な

思い出になりました。 

うずしおブロック 
 

【ブロック長】 

 私はブロック長としてブロックのみんなに声掛けを積極的に

行い、１つのチームにまとまるよう努力しました。思い通りに

いかないことも多く、本番直前まで心配と不安でとても緊張し

ました。結果は、競技の部で優勝することができ、うれしかっ

たです。しかし、前日まで追い込みを頑張った応援合戦では勝

つことができず、とても悔しかったです。 

 ブロックのみんなには助けてもらったり支えてもらったりし

ました。最後まで真剣に練習に取り組んでくれたので本当に感

謝でいっぱいです。ありがとうございました。 

たちばなブロック 
 

【応援団長】 

 応援団長になったときには、喜びと責任を感じました。ブロックを

引っ張るリーダーとして不安もありました。しかし、それ以上に応援

を成長させたいという強い気持ちがありました。応援練習をする上で

上手くいかないことはたくさんありましたが、互いに助け合い、ブロ

ックが一丸となって頑張ることができました。日に日にみんなが上手

になる姿を見て、とてもやりがいを感じました。応援団長として、ブ

ロックのみんなで頑張る大切さや楽しさを学ぶことができました。 


